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１．ものづくりの歴史
（1）	 手作り（手工業）

手作り（手工業）の写真を見せる。

ものづくりのはじまりは手づくりです。人々は、その手によって様々なものを作ってきました。手工業
ともいいます。みんなで言ってみましょう。

「手工業」は新しい言葉であるから確認する。また、次の場面でも出てくるので全員で復唱することが大切
である。道具の写真を次々と見せる。

機械を使わずに、道具と職人の持つわざでものづくりをします。

手工業の特徴として「人の手で作る」「道具を使い機械を使わない」ことを特徴としておさえる。

（2）	 工場制手工業
	 江戸時代の酒造りの様子の絵を見せる。

江戸時代の酒造りの様子です。手工業にチームワークを取り入れたのが工場制手工業です。

みんなで言わせて「工業制手工業」という言葉を確認する。

役割を決めて仕事を分担するようになって仕事の能率が上がりました。

（3）	 産業革命（動力機械の導入）
	 富岡製糸場の写真を見せる。

産業革命によって、工場に機械が取り入れられました。蒸気機関などを動力としていました。機械の
導入により人の手作業の何倍も仕事ができるようになりました。

（4）	 機械制大工業による大量生産
	 製造ライン、生産ラインを見せる。

現代の工場です。機械化されたベルトコンベアラインによる流れ作業をとり入れました。

ここまでのものづくりの歴史をテンポよく進める。情報を蓄積する場である。

２．製品を作るときに出る二酸化炭素を減らす

〈問題１〉
最近のパソコン工場では、どのようにしてパソコンを組み立てているのでしょうか。次の①～③の中
から選んで、□に番号を書きましょう。

写真を見せて①②③を選ばせる。
①か③で分かれるだろう。ほとんどが①に手を挙げると予想される。大量に普及しているパソコンであるこ
とを強調すると①に人数が増えるだろう。すると後での展開が驚きを伴う。
答えは、③である。次のように説明する。

電機・電子メーカーでは、今までのベルトコンベアによるラインの生産方式をやめて、少人数のチーム
で作るところが増えました。この方法をセル生産方式といいます。

〈問題２〉
下の写真を見て、セル生産方式とライン生産方式をくらべてみましょう。わかったこと、気づいたこ
と、思ったことを箇条書きにしましょう。

セル生産方式は、人が少ない。ライン生産方式は人が多い。
セル生産方式は、立っている。ライン生産方式は座っている。
などたくさん出させる。ここでは正解を出すことが目的ではないのですべての意見を認めていく。

〈問題３〉
下の図は、電機・電子メーカーの工場で、ライン生産方式からセル生産方式に変更したときの変化を
しめしたものです。セル生産方式にして何が変わったでしょうか。図の下の表のうすい文字をなぞり
ましょう。

 
資料の表を見ます。ラインの長さが書いてあります。180 ｍから何メートルになりましたか。… 5.5m
ラインの数を見ます。ラインの数はいくつから、いくつになりましたか。… 34 ライン
必要なフロア面積を見ます。何分の１になっていますか。… 20 分の１
設備投資を見ます。何分の１になっていますか。… 30 分の１
人員とは、働く人の数です。どのくらい減りましたか。… 25％
確認後薄字をなぞらせる。

〈問題４〉
電機・電子メーカーの工場では、セル生産方式をとり入れることによって、工場から出る二酸化炭素
の量を減らしました。前のページの表をもとに、その理由を考えてみましょう。

電気、エネルギーと言う言葉が出てくるとよい。分からない場合は、下のコラムを読む。

コラムに「少ない」という言葉があります。何が少なくなるのですか。（電気）。使う電気を減らすこ
とで出る二酸化炭素の量も減らすことができたのです。

３．出る二酸化炭素の少ない製品を選ぶ

〈問題５〉
下のグラフは、冷蔵庫について、それが作られ、私たちが何年も使い、そして最後に処分されるまでの一
生のあいだに出る二酸化炭素の量をあらわしています。
下のグラフを見てわかったこと、気づいたこと、思ったことを書きましょう。

１．対象学年：	 小学 4・5・6 年生（１時間）
２．ね  ら  い：	� 「セル生産方式」や二酸化炭素排出の少ない製品を作ることなどによって二酸化炭素削減の努力

をしていることを知る。消費者の立場で二酸化炭素の削減に貢献する方法を知る。



調達（原料をとってから部品を作るまで）は、全体の何パーセントですか（17.7 パーセント）
製品を組み立てて作るときは、何パーセントですか（1.6 パーセント）
と言わせて確認する。さらに、まだグラフが読み取れないときは、「一番多く二酸化炭素 を出すのはいつで
すか」と問う。使用時が一番多いことがすぐにわかる。
まとめを読む。

「ライフサイクルアセスメント」を赤で囲ませる等して強調させる。
９ページのグラフを見せる。

〈問題６〉
下のグラフは、2001 年から 2011 年までの各年に販売された冷蔵庫が 1 年間にどれくらいの電気を使う
かをあらわしたものです。
わかったこと、気づいたこと、思ったことを書きなさい。

表題のほかに縦軸、横軸を必ず確認させる。縦軸は何ですか（電気の量）。横軸は何ですか（販売した年度）。
新しい製品ほど電気の量が少なくなることがわかる。
下のまとめを読み、使う時に出る二酸化炭素が減ったことをおさえる。

〈問題７〉
お店に売っているエアコンに次のようなラベルが貼ってありました。このラベルから、読みとれること
を書きましょう。

省エネの性能、消費電力量、いつのラベルか、★が多いほうがいいのだろう、などが出るだろう。
まとめを読み、ひとつひとつの項目について上の図に赤鉛筆を使い、囲ませる。
そのあと次のように説明する。

私たちが製品を買うときに、どの商品の省エネ性能がよいか知る目安になります。

４．出る二酸化炭素を減らす使い方

〈問題８〉
私たちが、電機・電子製品を使うときに、どのようにすれば、出る二酸化炭素を減らせるか、下の①
～④の製品について、その正しい使いかたを㋐～㋓の中から選んで、□に書きましょう。

最後に二酸化炭素を減らすためにできることを確認する。

下のまとめを読む

電機・電子メーカーでの二酸化炭素を減らす努力について書いてある部分に①②③と番号を書きなさ
い。
①「工場で製品を作るときの二酸化炭素を減らす」②「使うときになるべく二酸化炭素を出さない省
エネ型の製品を作る」③「古くなった製品を二酸化炭素をなるべく出さない方法で処分したりリサイ
クルしたりする」
私たちにできることが書いてある部分を囲みなさい。

「省エネ型の電機・電子製品を選び、むだのない使い方をすること」

 4 ／授業テキスト指導案


